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二輪車のナンバープレートの様式の見直し
及び希望ナンバー制導入に係るワーキンググループ

第２回 システム改修（MOTAS）の検討

2023年9月4日

資料２
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はじめに
第1回WＧにて、二輪の希望番号導入の方向性をお示しいただきました。

方向性
小型二輪及び軽二輪において希望番号を導入すること。
システム改修においては、改修期間は1年間が目安になること。※プレート作成のハード導入を鑑み。

本資料では、以下の検討を行います。

本資料での検討事項
システム（MOTAS）での実現内容
想定する改修スケジュール
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システム（MOTAS）での実現内容
第1回WGを踏まえ、システムでの実現内容を以下と認識しております。
検討の対象は、第１回WGにおいて、多くの委員が一番望ましいとした「具体的方策案3-②：用途平仮名の表示場所を移動
せず、ローマ字の後ろに数字を追加」とします。
実現内容
■小型二輪

■軽二輪

①分類番号の桁数拡張によるナンバープレートの払出枚数の拡大
②小型二輪及び軽二輪への希望番号予約済証の導入

実現の方向性

払底対応 ・一連番号
・転入抹消番号

希望番号の導入 ・一般希望番号
・抽選対象希望番号

払底対応 ・一連番号
・転入抹消番号

希望番号の導入 ・一般希望番号
・抽選対象希望番号
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実現の方向性
【参考】分類番号の桁数拡張のイメージ

■小型二輪の場合
標板文字 分類番号 かな文字 一連番号

品川 Ｃ さ １０００
■最大長
尾張小牧

■種類
なし
C
L
V

■種類
自家用 ：以下以外のかな文字 （36文字）
事業用 ：ゆ、り、れ （3文字）
貸渡 ：ろ、わ （2文字）
駐留軍 ：A、B                                            （2文字）
予備検 ：D、F、G、J、N、P、Q、R、U、W、X（2文字）
一時輸入：T                                                （1文字）
使用不可：よ、E、H、K、M、Y                       （6文字）
対象外 ：お、し、へ、ん、C、I、L、O、S、V、Z

■番号帯
１～９９９９

標板文字 分類番号 かな文字 一連番号

品川 G２ さ １０００
変更なし

■最大長
尾張小牧

変更あり

（1桁→2桁）
■一桁目
英字
■二桁目
数字

変更なし

■種類
自家用 ：以下以外のかな文字 （36文字）
事業用 ：ゆ、り、れ （3文字）
貸渡 ：ろ、わ （2文字）
駐留軍 ：A、B                                            （2文字）
予備検 ：D、F、G、J、N、P、Q、R、U、W、X（2文字）
一時輸入：T                                                （1文字）
使用不可：よ、E、H、K、M、Y                       （6文字）
対象外 ：お、し、へ、ん、C、I、L、O、S、V、Z

変更なし

■番号帯
１～９９９９

現状

変更後
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システム（MOTAS）での実現内容
【参考】MOTASの役割

MOTASがシステムとして担う範囲は、主に、「払出可能な登録番号/車両番号の範囲設定」「OCRシートや電子申請による申
請の処理」、「登録番号/車両番号の払出」、「車検証の交付」、「車両情報の外部提供」となります。
ナンバープレートの製造はプレートメーカー様にて、ナンバープレートの交付は交付代行者様にて実施いただいております。

OCR申請
システム処理
※番号払出等

車検証
交付

車検証
確認

ナンバー
プレート
交付

プレートメーカー様 MOTAS 交付代行者様

番号払出
範囲設定

ナンバー
プレート
製造

支局職員・交
付代行者との
製造範囲調

整 OSS申請

支局等
職員様

OCRシート

電子データ

電子車検証

品川300さ100X

外部システム

車両情報希望番号システム

希望番号の
確定

希望番号の
受付
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システム（MOTAS）での実現内容
①分類番号の桁数拡張

「分類番号の桁数拡張」にあたっては、「車両番号」の入力/出力にかかわる業務機能に関する実現が必要となります。

項番 分類 主な対象 主な実現内容 考慮事項

1 入力 OCRシート
電子データ

・桁数拡張した車両番号を入力可能にする。
・希望自動車登録番号欄
・自動車登録番号欄

・軽二輪においては、様式省令の変更が必要
です。

2 出力 電子車検証
登録事項等証明書
検査記録事項等証明書 等

・桁数拡張した車両番号を出力可能にする。
※帳票券面、二次元コード

・二次元コードの利用者は多いため、周知等の
考慮が必要と想定します。

3 業務機能 申請処理 ・車両番号での判定箇所
※登録車、小型二輪、軽二輪の見分け

4 番号払出 ・分類番号2桁にて、車両番号を払い出す。
※一連番号、希望番号（抽選）、希望番号（一般）、転入抹消番号
・希望番号（抽選）及び希望番号（一般）について、自動で払い出しされ
ないように、制御する。

5 統計 ・希望番号選択率の統計のカウント

6 外部連携 ・小型二輪・軽二輪についての外部連携で、桁数拡張した車両番号にて連
携可能にする。

・情報提供では、登録情報提供機関からさらに
先に外部システムが存在し、車両情報の活用
を行っているため、事前の周知が必要。
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システム（MOTAS）での実現内容
【参考】 現状の各種帳票（小型二輪）

凡例：対応が必要な範囲
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システム（MOTAS）での実現内容
【参考】 現状の各種帳票（軽二輪）

凡例：対応が必要な範囲

分類番号の桁数拡張

希望番号記入欄の新設
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システム（MOTAS）での実現内容
②希望番号予約済証の導入（小型二輪・軽二輪）

窓口申請およびOSS申請にて希望番号での申請を可能とするにあたり、希望番号予約済証の導入を想定します。

項番 分類 対象 実現内容 考慮事項

1 窓口申請 希望番号予約済証 影響なし
※希望番号予約済証は電子化対象外
※OCRシートの「希望自動車登録番号」欄への記入となる。

2 OSS申請 希望番号予約済証 ・OSS申請において、希望番号システムより希望番号予約済証を連携し、
当該番号での審査およびMOTAS登録を可能とする。
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システム（MOTAS）での実現内容の深堀
深堀対象：番号の払出（1/2）

「番号の払出」については検討要素がある認識です。
システム（MOTAS）だけでなく、プレートメーカ様及び交付代行者様の運用面を踏まえ、システム改修内容の検討が必要と考えます。

運用面
申請者様のユーザビリティを踏まえた運用の実現が必要と認識しております。

車検証交付の当日にナンバープレートの払い出しができるようにすることで、申請者様が再来庁の手間を無いようにする。
車検証交付の当日にナンバープレートを交付可能にするため、一連番号については事前製造および支局等へのプレートの配備を行う。

【参考】登録車での運用
車両番号は4種類あり、登録車においては、分類番号にて「払い出す番号の種類をすみ分け」を実施している。
「一連番号」については、事前にプレートを製造し、支局等への配備することで、車検証交付即日でのプレート交付を行っている。
システムでは、定められた分類番号ごとに、払い出す番号の種類を制御や識別をしている。

番号の種類 車両の種類 分類番号（例） かな文字 番号帯（4桁）

一連番号 普通 ３００ さ 1～9999 ※抽選対象希望番号は除く

希望番号（抽選） 普通 1、7777など抽選対象希望番号

希望番号（一般） 普通 ３１０ さ 任意の番号 ※申請者の希望による

転入抹消番号 普通 ３９９ さ 1～9999

事前にプレート製造

受注製造

製造対象外
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システム（MOTAS）での実現内容の深堀
【参考】ナンバープレート払い出しまでの流れ（登録車の場合）

分類番号にて一連番号・希望番号等の払い出し範囲を分けることで、作り置きや二重製造防止の運用が整理されている認識です。

OCR申請
システム
処理

※番号払出等

車検証
交付

車検証
確認

ナンバー
プレート
交付

一連番号の
場合

プレートメーカー様 支局職員様 作業 交付代行者様 作業

希望番号
の申請

ナンバー
プレート
発注

希望番号
予約済証
確認

OCR申請
システム
処理

※番号払出等

車検証
交付

車検証および
希望番号予
約済証確認

ナンバー
プレート
交付

申請者様 作業 支局職員様 作業 交付代行者様 作業

希望番号予
約済証取得
※入金込み

交付代行者様
作業希望番号の

場合

事前の申請

即日での交付

車検証が交付できても、ナンバープレートが受領できない場合もある

入金から6～7営業日

番号払出
範囲設定

ナンバー
プレート
製造

支局職員・交付代行者
との製造範囲調整

事前製造範囲の確定にて、
作り置きが可能となる

ナンバープレートは作り置きされている

ナンバープレート受注生産（リードタイムがある）
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システム（MOTAS）での実現内容の深堀
深堀対象：番号の払出（2/2）

小型二輪・軽二輪での番号払出における、対応（案）のメリット・デメリットを検討しております。

小型二輪・軽二輪での対応（案）の検討
No 改修（案） メリット デメリット
1 分類番号にて番号の種

類のすみ分けを行う
・一連番号のナンバープレートの製造範囲が
事前に確定できるため、プレートメーカ様での
作り置きができ、支局等へのプレートの配備が
できる。

・項番2に比して、希望番号（一般）、希望番号
（抽選）の確保できる番号が少なくなる。

2 分類番号にて番号の種
類のすみ分けを行わない

・項番1に比して、希望番号（一般）、希望
番号（抽選）の番号を多く確保できる。

・一連番号のナンバープレートの製造範囲が事前に
確定できないため、事前製造分に希望番号（一
般）となる番号のプレートが混在する、二重製造と
なる可能性があり得る。
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システム（MOTAS）での実現内容の深堀
項番１：分類番号でのすみ分けを行う場合

登録車と同様に、一連番号のナンバープレートの作り置きができ、また、二重製造のリスクを低減できると認識しております。

番号の
種類

分類番号 かな
文字

番号帯
（4桁）1桁目

（例）
2桁目
（例）

例

一連番号 C、L、V
Ｄ、Ｆ、Ｇ、
Ｊ、Ｎ、Ｐ、
Ｑ、Ｒ、Ｗ、
Ｘ

８ Ｃ８ など さ 1～9999
※抽選対
象希望番
号は除く

希望番号
（抽選）

０、１、
２、３

Ｃ０ など 1、7777
など
抽選対象
希望番号

希望番号
（一般）

４、５、
６、７

Ｃ４ など さ 任意の番
号
※申請者
の希望に
よる

転入抹消
番号

９ Ｃ９ など さ 1～9999

事前にプレート製造
※業務量をカバーでき
るように多数製造

希望番号システム

希望番号の
確定

希望番号
の受付

システム処理
※番号払出等

MOTAS

番号払出
範囲設定

プレートメーカー様

ナンバー
プレート
製造

支局職員・
交付代行
者との製造
範囲調整

希望番号確定

希望番号確定

受注製造

受注製造

車両番号
自動採番

指定の番号にて
車両番号の払出

指定の番号にて
車両番号の払出

車検証
確認

ナンバー
プレート
交付

交付代行者様

ナンバープレート交付

ナンバープレート交付

ナンバープレート交付

製造無し

番号の種類ごとに「すみ分け」を行う場合

品川C ４
１２-１２

品川C ０
７７-７７

品川C ８
１２-１２品川C ８
１２-１２品川C ８
１２-１２
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システム（MOTAS）での実現内容の深堀
項番２：分類番号でのすみ分けを行わない場合

登録車において「すみ分け」にてカバーされている内容を、システム面および運用面で実現することが必要となると考えます。

番号の
種類

分類番号 かな
文字

番号帯
（4桁）1桁目

（例）
2桁目
（例）

例

一連番号 C、L、V
Ｄ、Ｆ、Ｇ、
Ｊ、Ｎ、Ｐ、
Ｑ、Ｒ、Ｗ、
Ｘ

０、１、
２、３、
４、５、
６、７、
８、９

Ｃ０
Ｃ４
Ｃ８
Ｃ９ など

さ 1～9999
※抽選対
象希望番
号は除く

希望番号
（抽選）

1、7777
など
抽選対象
希望番号

希望番号
（一般）

任意の番
号
※申請者
の希望に
よる

転入抹消
番号

1～9999

希望番号システム

希望番号の
確定

希望番号
の受付

システム処理
※番号払出等

MOTAS

番号払出
範囲設定

プレートメーカー様

ナンバー
プレート
製造

支局職員・
交付代行
者との製造
範囲調整

車検証
確認

ナンバー
プレート
交付

交付代行者様

事前にプレート製造

希望番号確定

希望番号確定

受注製造

受注製造

車両番号自動採番

指定の番号にて
車両番号の払出

指定の番号にて
車両番号の払出

ナンバープレート交付

ナンバープレート交付

ナンバープレート交付

製造無し

品川C １
１２-１２

品川C １
１２-１２

すでに製造済でないか在庫
チェックしてから製造
※プレートの二重製造防止

製造済の場合、交付代行
者拠点に配備されているか
確認

システム間での連携前に、指定された
希望番号が、一連番号として自動採
番済かつナンバープレート交付済の場
合、希望番号の取り下げを申請者に
依頼することが必要。

希望番号として確定した番号を
リアルタイムにシステム間連携
※希望番号が、一連番号として
払い出されないようにするため

プレートの保管場所から、払出
対象のプレートを探す。
※一連番号のプレートに希望番
号のプレートが混在している可
能性がる。

品川C １
１２-１２

システム対応
運用対応

番号の種類の「すみ分け」を行わない場合

品川C １
１２-１２



© 2023 NTT DATA Japan Corporation 15

改修スケジュール
外部機関およびMOTASのシステム改修

各システム足並みを揃えてシステム改修ができるよう、 外部機関へのアナウンスや改修計画の立案が重要と考えます。
また、システムの改修内容により、2023年度内での調整が必要と考えます。

2023年度 2024年度 2025年度～

システ
ム改
修

MOTAS

希望番
号システ
ム

他外部シ
ステム

システム改修

システム改修計画外部機関へ
のアナウンス

システム改修（想定）

システム改修（想定）

改修内容
策定

システム改修計画

システム改修計画




